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      充実した２学期を終えて  

 
校長 稲 村 和 典 

  

３つの季節にまたがる２学期でしたが，光陰矢のごとく過ぎ去った感じがしていま

す。振り返ってみますと，学芸会などの学校行事も充実した内容で予定通り実施する

ことが出来ましたし，先日の「中央っ子まつり」も子供一人ひとりが協力しながら率

先して友達と関わりを持ち，生き生きと活動する姿が印象的でした。勿論，日々の学

校生活でも，学習面や生活面などでメリハリをつけながら目標をもって過ごすことが

でき，そうした子供達の様子から，それぞれにひと回り成長した確かな手応えが感じ

られる２学期だった様に思います。 

先日，一足先に子供達の通知表を見せてもらいましたが，担任からの言葉（所見）

では，「毎日の学習に目標をもって一生懸命に取り組んでいる姿が印象的でした。」

とか，「学芸会に向けて、みんなの意見をまとめながら中心となって活動していまし

た。」等々，子供達一人ひとりの頑張った様子が多方面で伺うことができ，とても嬉

しく思いました。一方で，家庭学習の定着を促す言葉も散見し，本校の課題の一つと

感じています。是非お子さんと一緒に通知表をご覧になり，お子さんの良さや頑張り

を讃えるとともに，無限の可能性に向けて激励してほしいと思います。 

 年が明けると今年度の授業日数も４５日（６年生は４２日）程度と，あっという間

に過ぎてしまいそうです。それぞれの学年での“有終の美”を飾るべく，残された期

間も健康に留意しながら，一日一日を大切に楽しく充実したものにしていきたいもの

です。 

明日から子どもたちは冬季休業に入り，家庭に帰ることになります。 

年越しやお正月など家族団らんの時間も大切にし，怪我や事故などにあわないよ

うにお互いに注意しましょう。またこれまでと同様に，「早寝・早起き・朝ごは

ん」をベースとした基本的生活習慣を継続しながら，３学期に向けてのエネルギー

を蓄えてほしいと思います。今年はインフルエンザの流行も早 

いようですので，体調管理も心がけましょう。 

３学期の始業日，全員が元気に登校してくることを楽しみにし 

ています。 

      どうぞよいお歳をお迎え下さい。 

学校教育目標 
よく考える子《熟考》 
あきらめない子《敢行》 

たくましい子《健康》 

やればできる！
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★家庭数配布 
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１６日（金）に町内の保育園、幼稚園の年長園児はじめ多くの皆様に来校いただきました。ご多用な中ありがとう

ございました。中央っ子も来校者を楽しませるため、各グループで工夫したアトラクション等を行いました。 

先日の相談便りにありましたが、「集団行動スキル」の定着を感じた１日でした。ご来校ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※多くの写真を、本校の『ブログ』に掲載しています。是非ご覧ください。  
 

先日、月 1 度開催している中央小・中央中・別海高校の管理職情報交換会の中で、ストレス耐性にかかわって、

『むごい（ひどい・悲惨な）教育』が話題となりました。有名な話ですので、ご存知の方も多いと思いますが、ご紹

介します。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～冬に向けて（再確認）～ 

これから、臨休や繰り上げ下校等が考えられる季節となりました。これらの詳細な情報 
については、中央っ子メールを活用してまいります。そこで2点お願いです。 
★未登録の方、是非登録をお願いいたします。（現在、登録率98％） 
★近頃、メールが届いていないという方いましたら、設定のご確認を、お願いします。 
→一番、近いもので昨日1日の12時過ぎに「学芸会の写真展示」について登録者 
全員へ送付しています。ご不明な点あれば、教頭までお願いします。 
（学校電話75‐2054） 
 

 

～連絡～ 
（１） すでにお知らせしていますが、アレルギー対応にかかわり、今年度より旅行等での『おみやげのお菓子』

等の児童間配布は廃止としています。（５月１３日付配布文書）ご理解とご協力よろしくお願いします。 

※バレンタイデーでのチョコも同様です。（ＰＴＡ総会で周知済） 

（２） 登録したが、最近『中央っ子メール』が届かないご家庭は担任または教頭へご連絡ください。※直近の

全家庭配信メールは２５日（日）９時過ぎにの『明日は弁当の日』です。本格的な冬シーズンに向けて、

メールのご確認お願いします。 

（３） 冬休みやれではできる会のスクールバスは、中央中が１６日から始業式ですので、通常時刻の運行とな

ります。学習会開始より１時間程度早い到着となりますが、それまで待機となります。御了承下さい。 

中央小 

からの 

お願い 

です。 

江戸幕府を開いた徳川家康は、戦国時代に人質として、近隣の戦国大名の今川家・織田家を転々 

としました。 駿河の国（今の静岡県）を治めていた今川義元は、竹千代（徳川家康の幼小名）が 

8 歳くらいの時に人質として育てていました。 

 義元は、はじめに家来に対し一言だけこう指示しました。「竹千代には、むごい教育をせよ！」  

しばらくして、義元は家来を呼び「竹千代は、どのような様子か」 を尋ねたところ家来は、以下の 

報告しました。「はい、早朝から起こし、水練をさせ、三食は粗食を与え、昼は馬術や剣術に励ませ 

夜は学問と厳しく教育しております。」 

 その報告を聞いた義元は、大変激怒しました。「馬鹿者！それはむごい教育とは言わん！朝は 

好きなだけ長寝させ、山の幸や海の幸あふれるぜいたくな食事を与え、武術や学問が嫌と言えば決 

して無理強いせず、本人の望む通りに、何でも与えてやるが良い。そうすれば、たいがいの人間は 

駄目になる。」家来は、ここまで聞いて、やっと義元の真意に気が付いたのでした。 

やがて隣国の大将となる竹千代を、ふぬけ人間にしようと思っていたのです。 

しかし、義元の思惑通りにはならず、竹千代はやがて織田家の人質となって隣国に向かいました。 

徳川幕府15代２60年の天下泰平は、今川義元の考えとは違う、家来の考えたむごい教育によって 

築かれたのかもしれません。 

 

く教育しております。」 

 その報告を聞いた義元は、大変激怒しました。「馬鹿者！ それはむごい教育とは言わ

ん！朝は好きなだけ長寝させ、山の幸や海の幸あふれる贅沢な食事を与え、武術や学問が

嫌と言えば決して無理強いせず、常に傍らには女を侍（はべ）らせ、本人の望む通りに、

何でも与えてやるが良い。そうすれば、大概の人間は駄目になる。」家来は、ここまで聞い

て、やっと義元の真意に気が付いたのです。やがて隣国の大将となる竹千代を、腑抜け人

間に仕上げようと思っていたのです。しかし、今川義元の思惑通りにはならず、竹千代は

やがて織田家の人質となって、隣国に向かいました。徳川幕府十五代二百六十年にも及ぶ

天下泰平の礎は、今川義元の考えとは違う、家来の考えたむごい教育によって築かれたの

かもしれません。 

 

 


